
 

令和２年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【  愛媛県  】 

学校名【 久万高原町立久万幼稚園           】 

１実践テーマ Ⅰ ･ Ⅱ ･ Ⅲ ･ Ⅳ ･ Ⅴ（複数選択可）  

２実施対象者 

 

（学 年 ･人 数） 

年長児 15名、年中児 13名 

教職員 6名 

 

３展開の形式 （１） 学校における活動次の５つの中から選択し○をつけてください【複数選択可】 

① 教科名（       ） 

② 行事名（       ） 

③ その他（ 幼稚園生活の中での活動 ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

・オリンピック、パラリンピックに興味をもたせる。 

・身近な遊び「鬼ごっこ」をもとに発展させたタグラグビーを通

して、幼児が進んで体を動かしたり走ったりすることを楽しむ

ことができるようにする。 

・ゲームの中で声を掛け合うことで、友達とのコミュニケーショ

ンを図ることの大切さを学ぶ機会とする。 

 

５ 取組内容 事前活動 

Ⅰ クラスごとにタグをつけての鬼ごっこ 

ラグビーボールのパス練習 

 

Ⅱ 講師の先生を招いての事前活動 

 ・タグをつけての鬼ごっこ 

 ・パスの渡し方、受け取り方講習 

 

 

 

 

 

本事業活動 

Ⅰ ディフェンスなしのパスゲーム 

 ・２コート内に１チームずつ入り、パスをもらうときは、声を

出し、ボールをパスしながら走った。 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



Ⅱ ディフェンスありのパスゲーム 

 ・それぞれのコートに２チームずつ入り攻撃するチームはボー

ルをパスしたり、守りのチームはボールを持っている友達のタ

グを取りに行ったりした。 

 

 

 

 

Ⅲ トライゲーム 

 ・トライする方法を教えてもらい、点数をつけてのトライゲー

ムをした。その中で、ボールを敵チームにパスすることがあっ

たので、審判がゲームを止めてルールの確認をした。子どもた

ちは、ルールを知り、守りながらトライしていた。 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 感想発表などの活動の振り返り 

 ・幼児からは、「４対２で勝って、うれしかった。」 

 「トライできて、うれしかった。」「タグラグビーが楽しかった。」

という感想が聞かれた。 

 ・「また、タグラグビーをしたい」という声も聞かれ、今度は

ラグビー場でできるといいねという話をして、本事業を終え

た。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

６ 主な成果 

 

・普段の生活や遊びの中で、体力がなかったり、気持ちがくじけ

てしまい持続しなかったりする幼児が見られていたが、今回のタ

グラグビー関連の活動では、ボールが取れなくても何度も繰り返

し挑戦したり、取り方を自分なりに獲得しようとしたりと前向き

な姿勢が見られた。 

・複雑なルールを幼児なりに理解し、パスをもらうときには声を

かけることやタグを取られないようボールをパスすることなど

チームの友達と一緒にするゲームを楽しむ姿が見られた。 

・「また、したい」「ラグビー場に行ってみたい」という言葉が聞

かれ、タグラグビーへの意識が続いていることも成果の一つと思

われる。 



７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

・町内にラグビー専用グラウンドがあることや町全体でラグビ

ー大会開催の受け入れを行っていることを幼児や保護者が知

る機会とし、身近にある貴重な施設を使用させていただきた

く計画をした。 

・町内在住の方を講師として依頼することができたことによ

り、事前活動の充実や細部に渡っての打ち合わせが可能だっ

たことは、本事業の取り組みにありがたいことであった。 

 

８主な課題等 ・見慣れないタグやボールを使った活動を早めに取り入れ、幼児

が慣れておくことが大切だと感じている。 

・天候により場所変更となるため、予備日の設定は必要であった

と思われる。 

 

９来年度以降の

実施予定 

 

・幼児に適したラグビーボールを購入していただいたので、ぜひ

今後も定期的にボールの貸し出しをお願いし、園生活の様々な

場面でラグビーボールに触れて活動できるようにしたい。 

・少人数の他園との交流活動時に取り入れ、久万高原町内の幼稚

園児はタグラグビーを体験できるよう企画し、広めていきた

い。（できれば、今回の講師の井上先生にも来ていただきたけ

るよう依頼してみたいと思っております。） 

 

 


